
■「辰馬杯」への推薦

▽候補者氏名：中島 健郎氏（平成 20年理工学部卒）
▽推薦理由：

大学卒業後も国内外を舞台に登山活動を続け、以下の代表例に示す通り、めざましい活躍をしておられます。

① 2017 年、パキスタン・カラコルムの俊峰シスパーレ（7,611m）を北東壁新ルートより平出和也氏ととも
に登頂し、この成果によってその年のピオレドール･アジア賞＊を受賞した（ピオレドールは“黄金のピッ

ケル”の意）。この登山の様子は、2018年 2月 3日 NHK BS1 「銀嶺の空白地帯に挑む～カラコルム・シ
スパーレ～」で放映された。

② 2012 年より、日本テレビ系番組「世界の果てまでイッテ Q ！」におけるイモトアヤコの登山活動のサポ
ートスタッフとして活躍している。これまでに、ヒマラヤのマナスル 8,163m、北米大陸最高峰デナリ（旧
名マッキンリー）6,194m、南極大陸の最高峰ヴィンソン･マシフ 4,892m を始め、イッテ Q 登山部の企画
のほとんどすべてに登攀と撮影を担うスタッフとして参加し登頂している（下表参照）。

③日本人で初めて地球上にあるすべての 8,000m峰 14座の登頂者となった竹内洋岳氏のパートナーとして、
13 座目となるチョー・オユー 8,201m、14 座目のダウラギリ 8,167m の登山に同行し、チョー・オユーに
は自ら登頂も果たした。（中島自身は、8,000m峰はマナスルと合わせ 2座登頂している。）

＊ピオレドール賞：（フランス語：Piolet d'Or）は、優秀な登山家に贈られる国際的な賞。フランスの登山誌
『モンターニュ（Montagnes）』と『グループ・ドゥ・オート・モンターニュ（Groupe de Haute Montagne）』
が主宰している。1991年に創設。候補者は両誌によってノミネートされ、両誌の編集者、前年の受賞者、
その他招待者等から成る審査員達によって決定される。ピオレドールは、フランス語で「金のピッケル（手

斧）」と言う意味。「登山界のアカデミー賞」の異名を持つ[1]。（https://ja.wikipedia.org/wiki/ピオレドール
賞）

＊ピオレドール・アジア賞：ピオレドール賞のアジア地域版。

＊中島氏のイッテ Q登山部における活動

（https://ja.wikipedia.org/wiki/世界の果てまでイッテ Q!#イッテ Q登山部 より）

＊参考資料

・Wikipedia：「中島健郎」（https://ja.wikipedia.org/wiki/中島健郎）
・ピオレドールアジア賞：https://www.climbing-net.com/news/asian-piolet-dor_171107/








